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2. 測量調査は、昭和55年岐点;化財保存事業(金塚 111上直発掘調節)として、国および静h'Gll阜の補

助金を得て、出川市教育委fi会が主体となって 4支施したものであ乙。
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I .調査の目的および経過

1. 調査の呂的とそれに至る経過

j人

三E 墳

和f円同古墳群とは、掛川市中il仕i同地区内に存する古墳群の総称で、 Jじからιililij大塚古篠(前方

後PJl長・全長 55.0m)、岩手林院古出(円墳)、行人塚古墳(円墳か?)、瓢l家，I，-t責(両方後円境・全

長 63.0m¥

日，1負で ? 

東半部でU

よって資1

た。

ホ〈前方後円墳)等を 1

i 1J 1:責(?)2基が、 i

t，墳群のーっといし}

いるのは森林院古本

群である。いずれ

と/箔囲lζ集中する状汐

汀和 50年ごろまで、

明の内容はきわめて

こうしたなかで、掛川市教育安員会は、本古墳群の公的な保護施策手指定すZj同的で、その基

礎資料を得るための測量調査守守実施してきた。一方、静岡県教古委員会も、以内における大型

占培(j)保護施策のための を進めてきた。こうした成果として、 iι
いは'tJ能であれば国指定史跡として，~t:護すべく方向がまとまり、文化庁にもそω 旨を伝えた。

掛川市教育委員会は、昭和 53 斗 l立に瓢塚古墳の測量調査、昭和日年度に市r!，~J 大域古境の視IJ 量調

査を県教T 、旨導・応援をうけたず向山 、ぜ n成果を『瓢塚古れ(川 1Jt;。人

『古l出1大収 l ¥) としてまとめた。す っ1未集積なのは、

行人塚とレ ヨ和 55年度事業と l 補助金をうけて、 宇5田"、

の測量調ゴ¥ にした。嗣査は、持， 1日 イー発掘調査を主体と 1 し

~ 物;直松章八、掛川
" 

一J 己/'~允が担当者となっ v 九件 。
ド」

2. 調査の経過

本調査は、昭和55年 8月 1日に，1，-境全体の下草刈り作業を始め7こり引き杭き卜レンチの設定・

tJ r. tを行ない、葺石等の実組IJ を ~I{:l切ら6 年 2 月までに終了し、その徐盗掘を受けていた主体部の清

掃作業iこいい!ぺ、 mft内円 31I::lをもって、すペ干のてl~ -!.L~ ルデ)...V;....，I- 今 f した。以ド街単!て市~，'小)3示、台

を述べる

本墳の上i

和 52{干度!

杭の設定〆 J ノ ! i 

(ま 8月で、それは蚊 γ¥体

作業lζおける

によって、蚊に悩E

して、本墳はその均勢のとれたむを表わしたのである O

)から始められた。

主における卜レンチ

:1ぼ丘陵全域にわた



墳丘確認のための 卜レンチは、すべてで 16本を設定したが、その作業は 9月に入ってからであ

った。本 卜レンチ調査においては、発掘の後、段築状況の確認、作図 ・葺石平面実測 ・土層断面

図の作成lζ加えて、埴輪列の検出と作図がその主な作業内容で、ほぼ乙の完了に2月までを要し

た。さらに、本墳前方部の前方と後円部北西側lζ存する小円墳の確認のための 4本の 卜レンチと 、

本墳盛土部の確認のためのA・B・D・Kの各 卜レンチの切断作業は 3月に入 ってからであった。

3月には、主体部盗掘抗の清掃作業が主たるものであったが、その洛侃状況はかなり激しいも

のといえた。主体部の爺掘は昭和49年で、鉄製品 ・石製模造品等が浴掘抗の周辺から採取されて

掛川市教育委員会l乙保管されているが、その際、円磯積みの竪穴式石室であるととが推定されて

いる乙となどの経逢から、本調査では関係諸機関と協議の結果、盗掘抗の清掃発掘を計画した。

それは、盗掘抗埋土の搬出から始められたが、その埋土中にはかなりな鉄片類他が含まれている

状況で、清掃作業によって、勾玉2点・ 石製模造品片数点分等を数える乙とができた。乙うした

調査の問、県文化財審議委員斉藤忠 ・長田実両氏にはたびかさなる現地指導を受けた。

主体部の盗掘はかなり激しい状況であったが、それでも、石室の最奥部では天井石を含む良好

な保存状況がみられ、床面上には 10数本の鉄剣類を中心とする遺物が検出された。

乙の石室の実測測量とともに、各 卜レンチにおける埴輪列のとりあげを行い、各 卜レ ンチの埋

め戻 しを実施して本現地調査を完了した。

- 2 ← 
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I[.位置と環境

金塚古埴 (~t 属鉄掛川駅で二俣械に采り換え遠il桜木駅で下車し、間にや]って 2 帥ほと行った各

恥 !、江戸ら派生した/山!とに位置 L七、工 1也籍は桂! i 、字金j家 1 ヌヘ ¥ iである。

立のl也j巴ぜ、ご、掛川 Iho，¥、 ¥高山の麓ζ i 二了る j京野谷 '1 、シ、の解折谷 γy

i王を形成しながら南西へ流下 Lノ、本主U[¥地区でその凶れを雨に変える。この世付近から南の各和地区

にかけて長さ 5km、幅 0.5-2. 0 km におよぶ仲~lÇ 平野や段丘を形成している。なかでもイ!岸の吉

也1とは標高日J/ff mの上位， ，ど十!両 46mん in"，/ 中位段丘九百 .i る。 また

!lιγ 当標高 52 !fI.，の段丘か コ金塚古 各和j京台 へ派生し/

似之ど口リザしあるし、は泣仁)ご築造Lてし ω。

次lと周辺の iさRJj¥についてみるこ、原野谷川流H(こは沌文時代をはじめ各時代にわたる追跡が多

く分布してし、る。このなかで古JJlt又化についてみると、とくに和問 i~{Î; ilt~ ばには原野谷ノ!Ii 流域の首

長立てられる大tl，円墳が£〆ふとρ知られて ノた塚古埼かい}ゴ J へ0.8km離じだ

よ iぺ))台地南昨 ι(二心マ 11茂神社 cl. 予'.長)があ γ こから 100γ (i台地の束 J れ

は大型の育IJ方役円境であるllii[塚古墳がある O 全長 63ηL、後内部径 38m、 高さ 5汎、墳丘全体

lζ葺石を特ち、町irl命を廻らした 5世紀前半lζ位向づけられるものである。乙こから北側 O.5胸離

tl )縁から伝ア川上どのと乙久 iニ..人塚と 10基 / 入門墳が分 さらに北ハ了iR

km 原野幸、)1 _?台地の絞 ふ、院古墳が J葬施設がが あり、築

財仏口~長時代前期第 III ゐ ιíirì青づけら 11 G ，;，，;とし lわれてい心。

乙の他古|吊]f京台地の上位殿止上山縁から 0.5m離れた台地のなかほどには全長 55m ・役円径

41. 3 m、役ILl1(15 I;:j 7. 2 mの似て7Jl{l'JO)前方後円境である方I，'!i]大j家，1墳がある。後円部は 2段築成

刊の平坦忌~♂j 主丘全体 iど い {弓ち、拍車ihfpjω されてい乙 九一紀初頭か

，St責であ {i 主]墳の南1!l.i.l)縁 lζはヤ吹さらに袋 I1 は前方後

の宇佐八、権引山古墳が点在し、また皆ケ /6.千百六群がある。

!京野谷左岸にも数多くの己t誌や横穴が分布してし、ろ。まず、本郷地区lこは長福寺，[;J:賞J丘、前城

柄、三坂古墳王、 ，ljJJ'!群なと 円h王手や長福寺 山、百三、宮坂砧火?人 !銭横穴群、

¥主ヰなどの松ノ七、 111]してしょ I二く fこって→ i 、11 ーには丙代 μ 、TJJ佐ケ

ゐる。細谷J[bふ0-)*叫の稜線上い，d-出ノ/谷古i古君lNえら，込 o I当代[I[古ム古和I!の[!I，jj.Jl:川U

地iζは神明塚古培、 i尚津八幡神村-rJi1l群など0コト'J墳:ifiと既lζ削平され墳形は不明であるが、半円

万格帯神獣鏡が出土した奥ノ!県古唱がある o Ir.GIWI県台地の南隣附近には目|尚津古墳、 liJJ山古境群、

I，¥il 仏、詳A群お d r¥寸ゾある O

守1むの南在 e 沿った江区lこは符 合 は じ め 大 れ 、 三 / 群 、 押 出

群、 卜二ケ谷横穴詳、金兵衛ヶ谷横穴群、別千以横穴î~手、城山横穴が所在する。また両御川地区

には本村己墳、キ;村横穴群が分布している C さらに遡った卜俣地I又には山麓古墳群、 Jd出生で、

[ 仏中必で造ら才、 山市が多く、川、-¥，型石棺をよ ，FJヶ谷横穴、 L 江 鉄 鉱 な

R
d
 



的武具を多数出土し、単独で造られている山稜山横穴が分布していろ。

E 調査の内容

1. 調査の方法

古墳の規悦・形状を自解するために墳丘劃量および地形測量を実施し、さらにj責任に何本かの

トレンチを設定して埴輪・葺右等の存否および、墳丘裾の確認をおこなう ζ とにした。

損u量調子与のうち地形測量は古墳が独立丘に近い細い丘陵上lと築かれていること、文墳丘の東側

および北側IJを中心に、丘陵にかなり子を加え、時土でなく削り出した部分が多いものである ζ と

が埋解されたので、古墳の周辺を含め広い範囲の測量が必要であると思われた。しかし、掛川市

教育委員会が昭和52年度に実施 Lt:金塚古墳の周辺のかなり広範囲にわ売る実測図が存在すろの

で(詫〉今凶改ためて地形測量そお ζ なわず、先の実演IJ悶を広本iζ し必要な部分そ補足するこ

とにした。地形浪u量図は 100の縮尺でおこなわれており、等高線も50cm間隔で測量・開化し

てあった。

境丘測量も先l乙作成した測量図そ基本iζ、必要に応じて補足してゆくととにし、塙頂部あるいは

墳丘末端l乙不明確な部分があるので、 トレンチ調読による成果を補いながら、測量図を光成させ

ることに Ltご。幸い墳丘ヒに先の測量時に設定してあっ売杭が保存しであるので、それを基点、に

測点を復工あるいは新たに設定するととにした。後円部及び前方部のf#頂部における平姐出ある

いは現状での墳丘末端の位置を記入すると共に、特に後円部墳丘の中段にあるテラスの位置を平

仮測量lとより補足した J 続いて墳Eに設定された墳丘末端あるいは円筒埴輪等の何置を記入したo

X隣接して存在する金塚 2 号・ 3 号境も前方後ドj墳と同ーの凶面に和めることとし、 i~.U点を延長

すると共lζ同ーのスケールを実測をおこなった。

測量調布lご併行し金塚古墳に 11本のトレンチを設定し、それぞれA-Kまで順に命名した。

又 2号績にも 3本 (M・o. p) の卜レンチそ設定した。ヂヰトレンチの仇置は第 3阿に示すとお

りであるが、前方後円墳の主軸方向に沿って卜レンチを設定し、これに直交するように何本かの

卜レンチを設定したの

各トレンチは葺石・墳丘末端の状態およびtp'i輪の存在そ雌認するととを主たる白的にし、発肘

は葺石を検出するところまでに止め、 l部を除いて墳丘lζ切り込むことはしなかった。

本古績の主体部は昭和49年にlj主婦がお乙なわれ、多量ω鉄製品が周辺lζ散乱した状態で発見さ

れたことがあり、応急に埋戻しをお乙なっている D 従って遺物のかなりの部分は採集されている

が、 1部は埋j更されているものと予測されること(事実今回の調査により埋土中から多量の鉄製

品の残火山士した)あるいは主体部の構造・規模等が不明確である乙と需により関係機関の協議

により、今回の調査でよ体部の盗掘抗;を清掃発掘と、その構造・規模等を確認することにした。

2. 測量調査

金塚古墳は各和原の台地より派生した細い丘稜上に築かれたもので、 jじEの一部を除いて他は

6 -
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急傾斜面を成しており 、あたかも独立丘の虫11き景観を呈している O 古墳はそうした丘稜の高まり

を利用し、周囲の地形を削り出し 、さらに 1部に盛土して墳丘を築いているもので、幾分北から

南に傾斜している地形lζ従いほぼ東南方向に前方部を向けて造られている。

墳丘刷量はすでに述べたように昭和52年度に作成した測量図を基本にし、それに補足をお乙な

った。 100の l縮 尺 ・50cm間隔の等高線を基本とし、部分的には25cmの補助線を加えた。墳頂部

は海抜 60.5mの等高線が巡っているが、ほぼ正円を成している。墳丘裾部は一見すると海抜55

7Tもあるいは 54.5mの等高線の巡る位置を基盤に築かれているように見えるが、調査の結果この

部分もかなり地山lζ手を加え削り出したもので、墳丘の端部はさらにド方の海抜 52.5mの等高線

に近いものである ζ と、従って従来主墳端部と考えられた部分は後円部中段のテラスである こと

が理解できた。さら lと盛土と地山を削り出した部分の境界は後円部後方lと設定したA トレンチの

観察によれば、海抜 58.0mの位置付近と考えるととが出来る。

金塚古墳の前方後円墳としての築造規函あるいは設計の存在は当然考慮されなければならない。

現在資料の整理が十分でなく 、詳細は未検討であるが、築造規画はその占地した地形あるいは立

地上の制約lとより多少なりとも影響を受けている ことが予測される。例えば墳頂部の中心から東

側の墳丘末端までの距離を後円部半径として円を固くと、後円部の径は丘稜の横幅より大きくな

っている可能性が強い O ζ のような立地上の制約が、古墳築造上かなりの無理をもたらしており、

それが古墳の姿K反映している C それらは①墳丘は後円部のみが 2段築成で、中段のテラスは後

円部のみに巡っており、前方部では明確でない。従って外見上の墳丘末端が明確でない乙とと併

せ、前方部裾は後円部lζ比較し、 l段下っているかの印象を与えている O あるいは①墳丘の東 ・

西の裾あるいは前方部末端の裾の位置が一致しない乙と等の変則をもたらしており、さらに③外見

に比較し 、測量図で検討すると 、後円部の径lζ比較し 、前方部が非常に短いこと等が理解できる。

乙れはあるレは地形の制約の中で、前方後円墳としての築造規格を満すための努力が払われた結

果かも知れない O

墳丘測量および卜レンチ調査の結果古墳の規模は

全長 66.4m 

後円部径 61.2 m 前方部幅 20.5 m 

後円部高さ 6.5汎 前方部高さ 4.0 mであることが理解できた。後円部の墳

頂は径15.5mの範囲に平坦面を成してお り、その区域は葺石はなく、外側に円筒埴輪列を巡らし

ている O 文前方部も鉄塔の建設で l部変形している部分もあるが、先端幅 9.5m、後円部寄りで

幅 6.0m程の平坦を形成している 。後円部は 2段築成であり、墳丘中段に幅 2m程のテラスが巡

っている。又前方部も 2段築成である可能性があり 、幅 2m程のテラスの存在を推測し得るが、

墳丘の崩れがあり明縫でない。今後の検討が必である。

3. 卜レンチ調査

本墳においては、墳E及び周濠の状況を把握するために、 卜レンチ発掘調査を実施した。 卜レ
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ンチ名はアルファベットのAから Pまでを付し、合計16本を数える O 古墳の全長を考慮に入れA

・D・Jω存卜レンチは長軸方位で設定し、他l乙前方部・後円部の規格性の把握、周波及び周辺

小古墳と本墳との関係等を考慮に入れた東西の卜レンチがそれぞれの各位置に設定され-ç~ 、る。

A トレンチ

後円部北側で、ほぼ長軸方伎に設定された長さ 17.3m ・巾 1mのトレンチで、墳丘中段にあ

たるテラス付近に東西各 1mの拡張区を有している O

中段裾部は上端より、 13.8mの}也九に観察されるが、その上部の墳丘侭IHこは、噴丘上部の恭

準点より 9m以降より裾部にかけて、ほぼ全面の葺石が認められる。中段平均出は裾部より 4m

前後を認め得るが、和四岡地区より袋井市側のゴソレフ場に::fろ小径により、平坦丙より周濠部lて

至る部分が削平されており、確定的な数値は得られなかった。

中段位の裾石は大きめの人頭大礁を横f立に並列し、これはそれぞれの卜レンチにおいても同様

であるため基本的にほとの人頭大礁が裾部全体の支えの石とじて使用ぎれているとみる乙とがで

きる O

A 卜レンチにおいては各トレンチ同様、礁の長軸を墳丘の傾斜に直交する方向で墳頂K向かう

商線上iζ帯状の石列が確認され忍が、他のトレンチ程顕著でほなく、墳Eの傾斜に対して直交す

る石列は伺かに中段位の葺石の上郊 1m弱l乙認められる科度である。しかし徴細に観察するとそ

の石列の上部には斜めに葺かれた石列を郎分的lこ確認でき、それらの石列の聞に横位に並べられ

た葺石の列そも確認し得るよう lとも思われる。これらの右列と横位の葺石との関連牲については、

他の卜レンチlζ類例があまり認められないが、墳丘全体lζ亘り、帯状のネifljの聞に等間隔に意識

的l乙小さな斜状の石列を置いていることも考えられる。

土層観察によれば、第 IA醤が表士屑で、ほほ今:体にlOcm前後の厚さを削 1)、第E屑が暗褐色土

層で20-30cm前後、節団併が若干砂質の横褐色七回で1O-20cm前後であるが、基本的には乙の第

E層が墳丘の盛土ぞ形成していると認められた。第N層とした軟質の黒色土居は殆んどが中段乃

至下段における裾部を司I心とした箱問に顕著に観察された腐植土層で、いわゆる流入士とみられfごo

墳丘盛土の観察のため、基準点から13m-15mの地点でトレンチの一部を捕り下げたところ、

葺石の下部より第困層の黄褐色土層が1O-20cm程堆積し、そのド部l乙旧表土とも思われる黒色土

の層がlOcm程認められた。さらにV屑とした墳丘高土より若干明かるい黄褐色土屈がこれに続く

が、この V層が本墳の);!;盤をなす地山と認められた。

尚、各トレンチと同様に Aトレンチにおいても墳頂部に 3点、中段平坦部に 3点の埴輪ヂIjがそ

れぞれ認められる。

B トレンチ

後円部の北来側で長軸方位l乙対しほぽ45度lこ設定された卜レンチである。長さ 22.2汎・巾 1m 

で墳丘中位の平坦面から周濠外堤の数m外側までを含んでいる。

円

U
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】白川i上端より 2.2 レよよーと観察さい、人;、段裾部はじ:):)mit近とみらμf-U

上端よわ 0.5m付近より仁N史裾部にかけて需状の石ダIJが認められるが、石礁は横長の人¥fJ')大礁

を横{立に置いている。又現況より上部は多少の撹乱をうけ、もとより無かったとも人九的に除去

コ思え、{下二円 ¥j  …;2性も残と( 勺-った。主まに¥は掌大で、市段裾部にふし

寸ヘノヨ 列の段干ウしい:同様に私ヤの石が並¥ら打、支えとさ

中段位。)裾部(上端より 2r，肌付近)より、 5m付近までの約 2.8m fI.が中段の平却部である

が、 4.3m什 1止に埴輪タIJが認められる。 4m付近より 5m付近は何千下院に続く緩やかな傾斜を

干Trt 之、その周 o~， '仁川町に埴輪タIjが b プ、とスることもア去号、その 5mハヶ 9m付近

干:一と J、主丘の傾余 l 十九、 9.35m( 下段部の ¥ハ、ることが f 人裾石はや(:• 

大中心 J心人頭大磯カ"~...... -~しているが、 十はふの葺石は I込ーで擦もノ]¥主 J、、-ょょ体iζ石がシ

であった。

下段裾部より 14川付近までの中約 4.65m程がj，'D浸とみられ、 15T九地点で周濠のけ出を認め、

1h !Il十~での巾ぷ九川周庭帯と ミ v ができる コ守の底面全，、礁群がり

才乙 J山 Jこれは地u:京υ、江 iとみられア ー、ヘ 18汎以降;← J 川いが続くが、 し/チ外の現7

開墾等により JillJl三変形されている可能性があり周濠より周庭帯に関する断定的な数値は抱lみ得な

い状況であ「た。

h 

!同":"f!?突について

円、引 :t土検出さ;

六すて内lζはA ト:九円ずは11民ずる

、ペ入土がヰ I ソァの同濠内

れT 同とした足戸川-+-:-1吋質土!闘は、 τ

られる程(人」下 1 だことをλJ

フ凶 υ

中段平坦rfnIこA 卜レンチとい]織培愉列が認められるが、それは中段椙部より 2.6'lnのやはり下

没に下がるば部の位震にあり、 .l正本的には乙の位行iと埼丘の周囲会.tl宣輸が廻ると考え ζれる。 B

卜し こおいてはでLAdl;L数は 2人

C トレンチ

後円部のぶ担IjtC長軸lζ法して90G!'1こ設定され7、こトレンチで、長d23m・巾 1mであるわ

上仁門 Jケ了宝石は基準い]、'づ'7m付近よ h さ J ているが、 ! ""rf!-:::は挙大のlキ 弘、1円にみられアで

1* ゐJ惑がある

とり 11m本】ー/う二， 1]段裾部江)山 ni慌までにr三心午積石が葺 ぼ基本的い

丘上部の石結みが把梶できる。 布状U)石列もほぼInJじ11m付近より卜レンチの北側寄りに阿部ま

で積まれている ζ とが半Ijるが、行はほとんどが人兵員大で横{立に積まれているのは Bトレンチとほ

え況であ忍.~部の裾;[川~やや大きいノ \1\ι口大礁を横ハ iζ 己ロし葺石の

と しi 。裾石0， 付近より IU 住までに掌 とする石礁 ら~lJ:こが、 と

れらの転落石ω可語性もありその意味については不明であった O

中段裾部より 20.5mまでを中段平坦面と理解したが、下段lζ移る化三斜の肩部、即九 201九付近

?を認め得ず、何ムョピ埴輪片を rr=YJi J.，.. にすぎなか /-• .，. ~これは c '.〆匂.-( Iこおいてに〔
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中段平坦由iがそのまま下段lζ傾斜していく状況そ呈し、平士日 l面の同ーの部分が撹乱により損失し、

埴輪とも失われた可能性があると考えられた。

墳頂部の埴輪列は残存し径20cm余の埴輪4点(内 l点は径の半分のみ〉を確認し得ナご o 1:直輸は

各卜レンチとも殆んど根の部分のみの残存状況である。

下段部(:i26.5mの地点でやや小さめの人頭大磯4点が縦{立に葺かれており開部と確認し得止。

23.5 m付近より葺右が認められるが、全体に上段と異なりやや雑な石積みの状況であった。

礁は殆んが挙大~掌大であるが25m-26m付近 1m余に卜レンチ南端にやや小さめの人頭大磯 5

点が半分再露呈しており、一応帯状の石列と認め得る状況そ呈していた。

基本的な土層は他トレンチと同様であるがN層の黒色有機質土層が上下段裾部の{也、上段13.5

m-16.5汎の 3m程に亘り尚'認されている。墳丘の傾斜により材部他周濠等の流入土の堆積を

考える時、上段の黒色土の堆積は C卜レンチの墳丘上部における若干の傾斜の落ち込みを理解し

得るものであろう o

D トレンチ

後円部墳頂より前方部墳頂にかけ、 A トレンチとは逆K長軸に沿って設定された長さ 18抗、

巾 1mのトレンチである。

基F焦点より 5.5m地点、標高 60.0mの付近より、葺石の石積みがみられるととは他トレンチと

同様であるり帯状の石タIjは 10.5m付近より料部 15m付近までlζみられ、他トレンチと同様に横

長の人頭大礁を横位iζ結み、縦列としている。石列の上端は撹乱そ受け、縦タIjの述続性を断定し

難いが、一応 10.5m付近で墳Eの7 ウンドの傾斜が交換しているともみられ、何れにしても石列

の k端はこの辺り K求めてよいものと思われる。裾石は若干丸味を幕びた人胡大磯 41.闘を並列し

ており他の葺石は殆んどが学大である O 埴輪タIjのある 5.5m付近より 8m付近までは若干石積み

が散J廷であるのはC トレンチと同様の状況であった O

又本トレンチでは械部より前方部墳頂lζ至る 2m程lζ若二トの周濠状の凹部がみられ、掌大を主

体lこした礁を底面]tζ敷きつめた状況がみられる O そのj司濠状内の遺構の西端iζ高さ 15叩前後、

径lOcm慢の縦石のダIjがみられ特筆される。

埴車i白は墳I兵部において確認された 2点のみであるがそれらの丙半分は撹乱そうけていたため本

来は 3点が、本トレンチ Kおいて確認され得る状況にあったのではなし、かと思われたの

土層に関しては基三私的には他卜レンチと同様でありW回の黒色土俗裾部において、最大 25仰

を測った。

Eトレンチ

後同部|西側に設定された C卜レンチとは逆向きに、長軸方向とは 90度の向きに設定されたト

レンチで、長さ 15.8m，巾 1mである。

墳丘部の磯群の中では卜端より 3m付近の長さ 1m程の帯状の石列の他 10.5m付近の 1m程
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の長さの石列が帯状と認め得るもので、や k小さめの人頭大礁を横(立に積み縦列石としている。

上端より 5.5m付近より葺石が積まれているが、 9.5m付近より密に積まれている。礁は殆ん

どが挙大から掌大である。

上端より 12.5m付近より 13.5mの 1m範囲内に大きめの人頭大磯が積まれ、 12.5飢付近で、

は大きめの横長礁を横位IC積み 13mでは平石もしくは縦長の礁を並列し、又 13.5m付近では基

本的には縦長の人頭大礁を並列して積んでいる。そのため裾部は以上 3箇所の何れかに求め得る

が現状では最部の基準点より 20.1mを裾部とみたい。

裾部より 2.2m程で本卜レンの発掘区が終結するため中段平坦面についてはその概要を明確に

する ζ とは出来得ず、従って埴輪列の検討も出来得なかった。上段の埴輪列については 卜レ ンチ

の南寄りに l点を確認し、若干の埴愉片をほぼトレンチの中央の 10~ 20 cm程下がった地点で確

認するに止まった。

土層については I層の表土層が1O-15cm、H層の暗褐色土届が 15-20cmの岸さであり、そ

の下部はE層の黄褐色土居であり、 Eトレンチにおける中段裾部の第 4層黒色土層は検出されな

かった。

F卜レンチ

後円部の北西側で長軸lと対しほぼ 45度lζ設定され、 B 卜レンチと対比する位置を有する卜レン

チである。長さ 17.4m、巾 1mで墳丘中段上部より周濠乃至周庭帯の l部を含んでいる O

裾部は上端より 2.4mとみられ、 ド殴裾部は 8ηLの地点lζ求められた。

上端より裾部にかけて密な葺石が桔まれ、裾石は大きめの人頭大礁が若干の孤を有して積まれ

ている O 裾石の下部には 1m程に巨り礁が散漫に露呈しているが、転落石か或いは D トレンチの

ように磯敷の意味を有するものかは不明である O 裾部より 2.6m、即ち上端より 5飢までを中段

平坦面と解したが 5m付j丘tとおける埴輪ダiJは本トレンチlとおいては確認されていない。上端より

8mの下段裾部にもやはり大きめの人頭大礁を横位IC3個を並列して置いている O

上端より 13.5mまでに周濠の F端を求めるとその範囲は 5.5m程になり B 卜レンチより若干の

広がりを有している O 周濠内には人頭大の平石が点在するが地山磯屑の一部ともみられた O

周濠外縁の下端より周庭帯l乙至る傾斜の 2m程に挙大から掌大の石礁が露呈しているが葺石と

みるには多少散漫で、む しろ地山疎層の一部とみなされるようであった。

土層は I層、 E層は他の卜レンチと同様であるがW層が中段平坦部の他κ下段の裾より周濠全

域に亘り厚さ 10-20 仰を測った O

G トレンチ

前方部東側に設けられた 3本の卜レンチのうち後方のもので、いわゆる、くびれ、部付近にあ

たる O 長さ 22.7m、巾 1mで、上端より 5mlC裾部を有し下段平坦部までを含んでいる。

上端よりほぼ 2m付近より裾部まで密に葺石が敷きつめられているが、や k人頭大の葺石が日

「「
U
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ヴ「ことが仕円される J 甘十、が]にけ米 1，'から主 A~門寺，5 1こよ h 内められナいるが、 トノチの」

向か-寄り lζ の石タ 位lこ敷与状lζ ♂ている l'確j忍

裾川1ωf宝石は人頭火磯 2- 3 )立を横位に故ダIJして積五倍部を表明しているが、 j僚の配列は一応

「てノタ← 10デーも ωと毛折、"九れて、 ぐワれ部な ι'，'tそれγ7ト¥あり )Jeワづる可合引パ指摘で

つ。

本トレンチにおいても F トレンチ同様に結石より r:j;fY"!て坦部の-('，Iiにかけて本大から掌大の石

引点在 L、「落右かす 1 ，~士磯敷(/十円弐を有す六ワか考安71F: いも θ- えるが、 宍 L 〆ンチ害

してιに{倹討をい。

下設部の裾石ILl段の裾芯と平行しでほぼ斜めに華まかれ、礁は好;んどが人如、火線であるが中央

はほ(;:，、ゴ三大磯のワ九有し計一火れる。下葺ノ白lコに比し γ 芳?さにふ¥，が多く

、へ大の&;~ ，ふる ζ と j 立してし: ドF支部に/、 えの石タ トー本が磁5-'"るがぷ、れが絞

円部ω墳頂方向lζ向かつて斜行状l乙桔まれていることが注目される。上段の石ダ;Jは周辺の記事よ c)

←大きぷJ ノ/う1下段 〆 lζ従ヘ頭大iC ¥'iり、 三戸明瞭でるが帯状れる。

仁川の刊以まほぼ了日どの人 ι 礁であ仁、 iJらか紅 、と確誌! る状況λ 日 てい Z

埴輪タ11は前方部Jl'l頂側の仁[去に 4点出土し、うち上叫に向かつて右寄りの埴輸は他の 3点、と 40

の間!II¥ してい/、に J)、間i， 川， 1点づっ 戸五輪が打(どいた司予残る i

円部σス ターとノて並/レ j たかの川 ほ斜tt< ; J，l¥が仕， Iしといるルザイらの北

輪タIjも i一端 lζ 向か勺て右寄りのI直愉の出士をえ;うえたが、現場の権 ~lヒは同られTよかった。

二UfHこB711 f:ま第 4刊 l 之く推手!，、中段じ~'，では最 cmを相!行、ペ下段;Iη;の告::j)、

CJ ~!J の部む ι 認におシ(ーし 20 -山口jの堆F五三 fj之p

下段てr;.J¥I部については裾部より 2mを掛ることができ 23が裾部より芯干傾斜を持っているため

は漸元日:!うる。

日トレンチ

プj部;昨日:、没けら いレンヲミ/¥のうち日 Iつもの¥戸、日さ 28.'}、巾 1m 
。

え叫

よ端より己ふ m---3 1n v)副!lt!(C1 ~ 3.5汎ヘ 4ndC 1 タ v)~);.めの弓仏ν)/0 初j 寺子付し、 1\ .5 rrι 

付近より 7.3mの何部までは他トレンチと同級の石ヂIJがみられる。長上段の短めのトレンチ付近

墳丘 O~ 、う1若干込、十所謂妥円コ意味，あり、 λの石タ1 ぺ 11と の れ を 有 す

もりともみーし ζ イL{) 0 L佐冶グIj聞の主主右が散l告で多少傾古Lの状出じあるだの惟百IEを得議長い。

葺;(-:Jは挙大から "Jモメ;であるが、やや他トレンチ lζ比して積石の状態が粗である。裾石lζ 否る長

)石7IH;: でも人ιI奨を横1¥'L んでおり、 J出よ mから lTL程 (C 2段1'1

tし配してい。。よ居石lま千七n人(j)石川よりやや大きめ νJ人頭一人様亡める。

中山平岡面は棺部より 2.7cm程をJ巴え、後は緩斜前であるが臼然士山形と下段棺との変曲ノ主力)j[~

く不即日全う勺た

:t[且怜は墳J民出に 3点出工し、上端仏|むかつて右寄り lとも埴輪片が出土レてレるため長ぶ的 lとは



本トレンチ内では 4点が並列していたとみられるの

士!西観察についてり第 I層が 5-lOcm前後で、第 E層が 10-20 c担前後、 トレンチ下半部の

白石面から裾都lζかけては黒色有機質士!国 (N層)が 20cm前後Jii積していた。

Iトレンチ

前方部東側に設けられた 3本のトレンチのうち最も前方にあるトレンチで長さ 12.8m、巾 1m 

である。

上端より 2.5mが裾部で、その上部lこは挙大礁を主として葺石が密lζ結まれている。帯状の石

列はやや小さめの人頭大礁を横f立に積んでいるが、やや他礁と比して同等か多少大きめの石礁の

ため若干杷えlてくい状態である。

裾石は人耳長大の磯を並べているがと ζ では横位縦位の基本形は守られてはいない。

下段の裾部は上端より 6.8mω地点であるが人頭大の礁が縦tc::2 11悶配置されているのみであり、

他の葺ホは全く見られない状態である。

上端より 9m付近に墳丘の変曲点、を求め得るとすれば下段半坦部lま2.2m余であるが、人為的

平坦面と自然地形との堵は現地における卜レンチ内では不明瞭といわざるをえない状態である。

土層観察については他卜レンチと嗣様であるが、黒色有機質土層 (V層)が下段裾より本トレ

ンチ発掘以外まで続いており、 20-25 c間前後そ測った O

J卜レンチ

前方部先端の中央部に設定されたトレンチで長さ 14.5m・巾 1mを測り、末端は金塚古墳の南

側の l号墳と命名した古墳の裾に及んでいる。

裾部は上端より 2.1mω地点に求められるが、その上部葺石は挙大から掌大の擦が殆んどでや

や粗雑に敷かれている。上端に向かつて左寄りのトレンチ発掘区境にかかる程の位置にやや大き

めの掌大の石列が並ぶが、他トレンチの帯状のそれに比して小さめである。裾石は大きめの人頭

大磯を 3個程使用しているが、 Iトレンチと同様に縦横位の約束は守られていない。

上端より 4.5r凡付近までをやや浅い溝状と観察する ζ とができるが、その底面には Fトレンチに

みるようにかなり粗雑に石礁 敷かれており、地山際屑のー部ともみられる。上端より 3.8m か

ら4.7m付近までの 1m弱の範囲に特に磯ω残存が悪く多少撹乱をうけているようにも思えた。

土層観察については、第 I層が15-20仰を測り、 E層が最大40cm、困層が20側、 N屈がlOc冊余

をi則った。

K トレンチ

前方部西側lζ設定された長さ 8.3m・巾 1仇の卜レンチである。

裾部は上端より 6.2mの地点であり、上端より 3m付近から蔓石が始まる。擦は全体l乙小さくな

り挙大礁が顕著であるの上端に向かつて左寄り 3.5m付近より 4.5m付近に帯状の石タIJとも見る ζ

18 



とが出米る横位の石積みが佐認されるが他の葺石と比して殆んどその大きさに大差はなく、何れ

とも断定 し難い。

裾部は 2つω大石を使用し、向かつて左側が横35cm、縦20cm、右側が横45cm、縦23cmを誤IJった。

乙れは全トレンチ中で最大と思われる。裾部からトレンチ末端までは*-坦部であるが、そのまま

以下は自然地形の谷へと下降するため中段平坦面の確定的な数値は得られなかった。

本卜レ ンチでは盛土と 地IJIの境目の土層観察のためトレ ンチを切断したが、その結果上端よ り

2.7 mの地点で第E屑の黄褐色土居と墳丘盛土である傑混じりの褐色土層との分岐点が得られ、

盛土の褐色土屑のド部l乙11::1表土とみられる黒色土属が35cm程の厚さで堆積し、lOcm程の暗褐色土

の漸移層がその下層iζ続いた後地Ulである赤褐色ロ ムの層lζ続く ζ とが判明した。

L トレンチ

前方部東側に 3本設け られたそのさ らに南側に設けられた卜レンチで長さ11.57九・巾 17九である。

本トレ ンチでは基本的には墳Eに葺かれた右積みの範囲は殆んど確認出来ず、僅かに上端より

7.5mから 877もにかけての巾50叩前後の石礁と 16mから 10.4m付近の40cm前後の石磯群がそれと対

称し得る状況を呈するに止まっている。それらの繰は挙大を主体としj恨めて雑で明確な支えとな

る裾石も断定出来得なかった。墳丘の傾斜自体も全休に援斜面のス ロープが続き、変曲点とされ

る確証も得られない状態であった。

土層についても基本的な第 I悶から第E層までで、第町胞の黒色土の堆積はみられなかった。

M 卜レ ンチ

l号墳の南側斜由に 巾0.5m、長さ 3mの本トレンチを設定 し、 l号墳の規模を把慢する ζ と

にした。その結果、 l号墳の裾と認められる段差を検出し、墳丘上より須恵器破片の出土をみて

いる。

N 卜レ ンチ

2号墳の南側斜面lζ 巾0.5m・長さ 2mの本トレンチを設定し、 2号墳の規模と金塚古墳との関

係を調べた。その結果、 2号墳の周溝が金塚古墳のテラ スを掘削して築かれており、 2弓墳墳丘

盛土の下に紫色腐植士層が観察できた乙とから、 2号墳がより新しいととが判明した。

O 卜レ ンチ

l号墳西側斜面に巾 0.5m・長さ 2.677もの本卜レンチを設定し、 l号墳の規模と墳形の確認に

努めた。その結果、 l号墳裾と恩われる 若干の段差を認めたが、周溝等の確認はできなかった。

P トレンチ

l号墳の南西平坦部に巾 0.5m・長 さ2mのトレンチを等高線に沿う よう K設定 し、 l号墳の
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墳形及び規模をつかもうとしたが、遺構は検出されなかった。

主体部

昭和49年Iζ盗掘を受けた本墳の主体部は、当初より河原石積みの竪穴式石室である ζ とが想定

されていた。調査前墳頂部中央には長円形l乙窪みがあり、石室の位置及び盗掘規模がうかがえた。

まず盗掘範囲と石室の残存状態を確認するため、 5mX 8mの範囲で表土を除去し、伴せて石室

埋土、河原石等を排除し、石室軸線上と中央部で乙れに直交する巾50cmのトレンチを 2本設定し、

掘り方と壁体の構造を追求した。その結果、盗掘は床面にまで達しており、壁体のかなりの部分

を破壊し、また石室は北壁及び東壁の一部がわずかに原況を止めていたに過ぎなか った。天井石

は計10枚が確認され、うち 8枚が石室内lζ埋め戻され、 l枚が北墜に接する形で原況を止めてい

たO 埋土は多量の黄色粘土をフロ yク状に含む暗褐色土であり、多く の鉄製品の破片、石製模造

品と勾玉 2点をその中から採集した。

主体部の構造:主体部は河原石積みの竪穴式石室である。しかし、盗掘による破壊がひどく、

その規模は推定せざるを得なかった。それでも全長は 4.75m、巾は北壁で 0.85m、中央部で 0.84

m、南壁で0.75mを計測し、南壁付近が若干狭いものの、ほぼ平面形は長方形をとるととがわか

った。石室高は、北壁の天井石が残存する部分で 0.4m、東壁の側壁残存部で 0.6mを測り、乙

れは床面から壁体上面までの値と一致する O 石室主軸は N160Wをとる。

壁は、 8-14段の比較的形の整った河原石を小口積みによって構築しており、他方、壁体内の

河原石は円礁を含み形も不揃いで積み方も一定せず、その間隙にしっかりと粘土が充填されてい

た。また、側壁礁と壁体とは連続して築かれているととが看取できた。 子細lζ観察すると、東側

壁体中には磯の混入が少なく粘土を主体としているのに比べ、北・西・南側では掘り方までしっ

かりと礁を敷き込んでいる乙とがわかった。

床面の構造:床面はほぼ水平に築かれており、小円礁が敷かれ、ベンガラが塗布されていた。

特に盗掘による破壊が著しい北西及び南東部の床面を剥ぎ、側壁と床面の構造を掘り方上面まで

追求した結果、床面のベンガラを塗布した礁敷き層(I届)は、北壁で 5cm、中央部で 8側、南

壁で 4仰を測り、南側が若干薄く敷かれていた。また東西縦断面の観察から、中央部が若干盛り

上げられている乙とが判った。続く E層は礁を全く含まない、木白細かい黄褐色砂層であり、掘

り方面が南傾しているのに対し、この砂層をもって、南に厚く北に薄くその厚さを調整すること

により、床面が水平を保持できるよう工夫されていた。掘り方上面が粘性の強い黄褐色土で固めら

れていた点も考え合わせると、乙の床面の構造lζは、排水の問題が十分考慮されていたものと恩

われる。南壁l乙河原石が並べられている部分があったが、排水溝であるかどうかを確認するまで

には至らなかった。

乙乙で側壁根石と床構造との関係、を観察すると、掘り方面で側壁根石の並ぶところは、わずか

に凹められ、安定が図られているようであり、また側壁 l段から 3段を E層が被覆しており、先

に述べた壁体と側壁とが間断なく構築された乙とと合まって、床面をも並行して構築した乙とが

-20一
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型炉「でき た。

木棺は、そり 1良 川、す ら検出できなか っ たが l i1 (li ω制然から、 ;>:~ I J 竹形木村の伎用を推定する こと

は難し く、むしろ箱式木棺のもり円がlL(像でき ょう。

遺物. 保況を lとめる遺物 としては、 J七 J1 :?: に悔し ては~ I(日l上よ り責tJ25日あまり 、鉾 l口が巡っ て

出土し、東日産lこ接して ]]2振 りがIli一一卜 した η また鉄製!日ωii皮片も床 liIIf乙散布しており 、さ らに床

面に金錆ひ、ω付析が数カ所にわたって観察でき、1内外I牢納ωH;-(-も加えた。

侃りプ] 全長 6.95m、段一大巾 2.73汎、 深さ 1.10mをilliJる、ほぼi1'lh休をなすと思われる。曜

休上面までは約 07mを礼[lJり、 天井石を架 設降、j[:11りか上Uljまで粘土と !J，'， 色土ω互屈による封土

が認め ら れた。さら iζ そ U) 上 L(líを 'H~J也し 、え'f 百~~*イこが i立勺てい た。

N.ま とめ

今まで述べてきたよ うに、 I山形illiJ量 ・J責任制量および卜レンチ発掃によ るI責任調査を実施 した

結果、従来知られて きた:iJJの内確認とともにいくつかの新たな 事実が判明 した。資料の整理が実

施されていないので、不iリj倍な部分が多いが、調?の成果を簡単に述べまと めにかえること にし

7こし;0 

(1) 古墳は前方後円墳であり全長 66.4m・後円部径 51.2mの後円部高 さ6.5m・前方部巾 9.5

7九・ 前方部高 4.0旬Lの規模を持ったものである 乙とが理解できた。

(2) 墳丘の一部は山地を削 り出 しているが、他は盛土で築かれている O 後円部は仁和段にテ ラス

を持ち、 2段築IJY:となっ てい るO

(3) 墳丘には全面lこ葺石が般かれてお り、上段端部および墳丘末端部には大70の礁を用いて区

画しである O 又上段の葺石には墳丘立榔同様大形の礁によ 勺て縦方向の区画が施されてしゅ O

(4) 後円部および前方部の墳頂部には円筒埴輸が巡らさ れており 、又後円部のテラス の外側に

も円筒埴輸が並べ られている。従って前方部lζl段 ・後円部には 2段のf直輸が巡っている乙

とになる。

(5) 後円部墳頂lとほ ぼ南北方向に円礁積の竪穴式石室が存在する。資掘lとより石室はかなり 激

しく破壊されている が、 石室規模の計測は可能であ った。それによれば石室全長 4.75m幅は

北壁寄り で0.85m、南壁寄りで 0.75m、高さ0.67凡である。

(6) 石室の床面は小礁が敷いてあり 、全面的に丹彩が施されている。又一部に盗掘をまぬがれ

た部分があ り、 剣 ・大刀 ・鉾等多量の鉄製品が出土 した。昭和49年の盗掘の 後採集された遺

物と合せ、 乙の士山域でも最も多量の鉄製品を出土 した古墳とい う乙とがで きるO 遺物の整理

が未完であり 、詳細はイ¥明であるが、短甲 ・大 )j・員IJ・鉾 ・刀子 ・鉄簸等の武器類が中心で

ある O

(7) 肯墳の立地あ るいは遺物の組合せにより 、こ の地域で故 も古式の古墳 と考えられるo X そ

のt見続 ・形態・ v.t山等より IlTi'rf谷川流域にお け る (11毛 -~I~~ の l っと考 え る乙とができる。
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